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1．熱帯降雨観測ミッション（TRMM）衛星あ開発平門

　　熱岬町観測ミッション（TRMM）衛星は、全地球的規模あエネルギー収、

支のメカニズム解明等に不可欠な熱帯降雨の観測等を目的とする衛星であり∫

’日米協力により、我が国が衛星搭載用降雨レーダの開発及びH－IIロケット忙

　よる打上げを担当し、米国が衛星バスの開発等を抵当してご平成7年度頃に打

ちギげることを目標に、降雨レーダ等の開発研究に着手したい。　　　　　　／

2．通信放送技術衛星の開発

　　通信放送技術衛星は、衛門門憎憎技術、高度移動体衛星通信技術、多周波数一

帯インテグレーシヨセ技術、高度衛星放送技術の通信放送分野の新技術及び大

型静止衛星の高性能化技術の開発並びにそれらの実験・実証を行うことを目的

　とした衛星で、H一一II回ケットにより、平成8年度に静止軌道上に打ち上げる一

　ことを目標た引き続き開発を進めたい。

3．宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）下用システムの開発“

　　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JE紘ンの運加システム’について、

関係協力機関とインターフェイスをとりつつ、所要の開発を行うとともに、争　　　．

宙欝等に係る関係機関・専1稼9協力耀つつ、日本人搭頼の募集、濁友ド

等及び我が国の運用利用計画の作成を行いたい。

4．宇宙実験・観測フリーフライヤ．（SFUγ　’…　　　’

　　宇宙実験・観測ブリ「プライヤ（SFU）は、理工学実験、天文観測等各種

　科学研究の実施、各種先端摩業技術開発等の実雄のための宇宙実験機会（ρ確保

並びに宇宙ステーション取付理実験モジュール，（JE酪）ρ暴露部及び搭載共

　通実験装置の信頼性の向上を目的とした再使用可能なもので、Hξ一IIロケット

により・平成5年度に打ち上げるごとを目標矧き続き．開発雛めるとと．もに、．

一スペースシャトルにより・平成6年度に回収するこζを脚こ三三彗！l捻を行

。1一

いたい。9

5。月・惑星開発利用の研究：・　　”　　　　・）

　　これま℃のロケーッ下、人工衛星等の技術蓄積を応用双び発展させ、国際的な

　蛎向に留意しつつ・月・悪星について、探査等をはじめとする開発利用の研究

　に着手したい。

6．，技術試験衛星V皿型（ETS一～の．の開発研究　　　　＿

　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）あ補給物資の輸送等に対

，応ずるた媒遡の技術である塑デブ・ドッキング（RVD）技術及び宇宙

・用μポット開発の基礎と療る遠隔操作技術等について、これまでの要素技術に

関する研究成果を踏まえて、ゴ軌道上でのRVD実験等を行うことを目的とする

技術試験衛星三型（ETS－W）をH－IIロケットにより平成7年度頃に打ち

上げることを目標に開発研究に着手したい。．

7．H一皿ロケット4号機の蘭発

　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）’の打上げ需要に対処する

ことを目的とし規一胆ケッ’ g4号機について、∫賊6年度にADEOSを

打ち上げることを目標に開発に着手したい。・

8．軌道：再突入実験の実施’

　一①H－Hロケット打上げ型有翼回収機の研究め一環として、大気圏再突入の

際の耐熱桝料、空力持三等に関穿る華礎データの取回を目的とする軌道：再三入

実験機をH－IIpケット試験機1号機により性能確認用ペイロード（VEP）

　と同時に打上げ、軌道再突入実験を実施したい。

’②また、同実験機会を利用した通信絶縁現敦及び解離再結合加熱の計測並び‘

に空力設計のための高温電離・解離気体数値シミュレー・ション技術の飛行実証

に関する研究に着手したい。
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9．宇宙往還システム研究開発に必要な施設の整備1・

　　理加ケット批げ三四三三三三還機の研究に対応恐く・
極超音速風洞の大型化整備に着手したい。

10．．宇宙環境放射線に関する研究

　　宇宙空回から飛来す1る商エネルギー放射線を観測し・安全な有人宇宙活動等

に資するため、宇宙環境放射線の研究を米国等との共同研究で進めることとし、

全方位型X線観測装置の試作等の研究に着手したい。　　　　　　　　一

　　＼　　　　・　．　　　　文部省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1．第17号科学衛星（LUNAR－A）の開発着争について

　　月内部の地殻構造友び熱的構輩を解明することを目的とする第17号科学衛

星（：LUNAR－A）を、　M－V型ロケットにより、平成7年度に打ち上げる

　ごとを目標に、平成3年度から開発に着手したい。

2．粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（S・EPAC）の実施年度の変更につい

て

　　平成2年度に打上げが予定されているズペースシャトルを利幻して再実験を

行うことを目標にその準備を進めてきたが、スペースシャトルの打上げスケジ

　ュールの改訂に伴い、その実施時期を平成3年度に変更したい。

3・宇宙撒・1鋼プリ「フライヤ（S翠U）の回鷹？セ・て

　　H一、IIロケットにより、平成5年度に打ち上げることを目標に開発レている

宇宙実験・鰯測フリーフライヤ（SFU）について、平成6年度に米国NAS

’Aのスペースシャトルにより軌道上からの回収を行いたい。

●

＼
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通商産業省

1・極軌道プラットフォーム搭載三三探三三シ既ムρ醗

　　平成9年度に打上げ予定の米国NASA（ρ極軌道プラットフォー・ム1号に搭

載する資源探査用将来三訂セサの開発に着手したい。

　　　　2．無人回収システム適合型宇宙環境利用実験装置の開発研究

　　　　　　微小重力等の宇宙環境を利用した先端塵業技術開発㌍係る実験を行うため、、

　　　　　西独との協力のもとに、平成5年度頃にM－3S皿で打上げることを目標に軌
・●　　　道上からの無人回収システムに適合する下下環境利用実験装置の開発研究に着

　　　　　手したい。

●

3．宇宙実験・観測フリーフライヤ・（SFU）

　　H－nロケットにより平成5年度に打上げることを目標に開発レている宇宙

実験・観測フリーフラ‘イヤ（SFU）について、平成6年度に米国NASAの

　スペースシャトルにより軌道上からの回収を行いたい。　　　・　’

4．宇宙ロボット技術の研究

　　宇宙ロボット技術に係る精密作業系技術等のシステム及び要素技術について、

　これまでの調査検討の結果を踏まえてこ990年代後半に宇宙空間において実

験・実証を行うことを目標に所要の研究に着手したい。

5．本陽発電衛星技術の研究について

　　21世紀のエネルギー聞題、環境問題の解決に寄与する．と期待される太陽発，

　電衛星技術の研究に着手したい。

一5一

　　　　　　　　　　　　　　　　郵政省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

恥今後の通信倣送鯉技術の備篭的な開発について

　通信・放送衛星分野の技術開発については、これまで主として技術試験衛星

　シリー・ズとどもに、通信’6放送・航行衛星シリーズを実施することにより行わ

れてきており、通信・放送・航行衛星シリーズは主として衛星技術の開発と実

用に供することを：自的とした、いわゆる相乗り衛星として開発されてきた。

　　しかしながら、今後は、我が国で宇宙開発計画上開発する衛星は、専ら研究

開発のみを目的とする衛星となった。

　　このため、今後は、・技術試験衛星シリーズに加え、　研究開発衛星として通信

　・敢送・航行衛星シリーズを実施し、これらを通じて通信・放送衛星技術の継

続的な開発を実施していく。　　　．　　　　亀

・2．通信放送技術衛星の開発について

　　高度移動体衛星通信技術、衛星聞通信技術、高度衛星放送技術等の技術開発

　及びその実験・実証を行うことを目的とレた通信放送技術衛星を・平成8年度、

　にH一・皿ロケットにより静止軌道上に打ち上げることとし》引き続き所要の開

　・発を行う。

　　　9　　　「

3．熱帯降雨観測衛星（TRMM）搭載用レー・ダの開発について

　　宇宙ゆらρ地球的規模の降雨観測等に必要なレーダ：を米国の熱帯降函観測衛

　星（TRMM）に搭載して宇宙で実証するため、’TRMMを平成7年度にH一・

皿・ケ州こより打ち上げること≧し・一衛三二糊レーダについて所要の醗

　を行う。　　　・巾　　　　　　『へ、

　4．衛星間光通信技術の研究について

．　　技術試験衛星W型（ETS－W）．・で開発申の技術を更に発展させ、衛星聞の

　　蘭データ中継沸テムに必要となζ高度光通鰍術について・瀬卵1究を

　　行う。
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5．小型衛星を用いた通信及び観測システム基盤技術の研究について

　　小型の鯉を用いた通信及び観測システムの構築に必要雑盤賄を宇宙で

実証することを目的とする小型衛星について、所要あ研究を行う。

6．宇宙環境モニタリングシステムの研究についで

　　これまでの宇宙環境予報システムに加えて、宇宙ステーション等での三三活

動の安全性を砲保するため、宇宙デブリ観測システムを構築することとし、所

要の研究を行う。
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